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1. 2022年9月期第3四半期の連結業績（2021年10月1日～2022年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年9月期第3四半期 26,470 3.8 3,612 0.3 3,828 6.2 2,642 0.0

2021年9月期第3四半期 25,498 2.4 3,600 62.0 3,604 67.6 2,641 68.8

（注）包括利益 2022年9月期第3四半期　　3,601百万円 （11.5％） 2021年9月期第3四半期　　3,229百万円 （130.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2022年9月期第3四半期 108.77 ―

2021年9月期第3四半期 95.24 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年9月期第3四半期 74,101 35,515 47.9

2021年9月期 64,239 32,681 50.9

（参考）自己資本 2022年9月期第3四半期 35,512百万円 2021年9月期 32,679百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年9月期 ― 14.00 ― 15.00 29.00

2022年9月期 ― 15.00 ―

2022年9月期（予想） 17.00 32.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 9月期の連結業績予想（2021年10月 1日～2022年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,966 10.2 3,490 4.2 3,540 8.9 2,562 5.3 105.49

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

2022年９月期の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準29号）等を適用するため、上記の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後の金

額となっており、対前期及び対前年同四半期増減率については、2021年９月期に当該会計基準等を適用したと仮定して算定した増減率を記載しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年9月期3Q 24,753,800 株 2021年9月期 24,753,800 株

② 期末自己株式数 2022年9月期3Q 459,229 株 2021年9月期 466,989 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年9月期3Q 24,292,667 株 2021年9月期3Q 27,736,100 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。上記予想に関する事項については〔添付資料〕Ｐ．３ 「１．当四半期決算に関する定性的情報（４）連

結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大が続くなか、ロシ

アによるウクライナに対する軍事侵攻が始まったことなどにより、原材料やエネルギー価格が上昇し、物価が上昇

し始めるなど、国内外ともに先行き不透明で予断を許さない状況となっております。

医療用医薬品業界におきましては、医療費削減の影響による薬価引き下げの動きは続き、2021年４月には「中間

年改定」が実施され、ついに毎年の薬価改定が始まるなど、その事業環境はますます厳しくなっており、2022年４

月の薬価改定では薬価ベースで業界平均6.7％の引下げが行われ、当社製商品の薬価引き下げによる影響は6.5％と

なりました。

また、少子化への対応が喫緊の社会課題となるなか、2020年5月29日に閣議決定された少子化社会対策大綱にお

いて、不妊治療に係る経済的負担の軽減を図るため、適応症と効果が明らかな治療には広く医療保険の適用を検討

する政府方針が打ち出され、同年12月23日の第138回社会保障審議会医療保険部会において、本年4月から不妊治療

に関する医薬品の保険適用を実施することが結論付けられました。これらにより2022年４月から「ウトロゲスタン

腟用カプセル200㎎」を含む、複数の当社製品について、新たに不妊治療に用いられる医薬品として保険適用を受

けることとなりました。

このような状況のもと、当社グループは2030年ビジョンとして「世界の女性のwell-beingの向上に貢献してい

る」「薬の富山からGlobal Marketに進出している」「世界一幸せな会社と社会貢献が一体化している」を”10年

後のありたい姿”として掲げ、これを実現するための中間地点である2024年９月期に向かう道筋を示した行程表と

して、新たな中期経営計画を策定いたしました。本中期経営計画では「Fujiらしくをあたらしく」をテーマとし、

当社の強みである女性医療領域・急性期医療領域を強化しつつ、スピード感を持って、ASEANや北米といった海外

事業へ積極的に参入し、その先の５年間でさらに拡大できるように新薬・バイオシミラー・ジェネリックのパイプ

ラインを充実させるなど、2030年に向けた成長戦略にグループ全体で取り組んでおります。

そのなかで当社は、重点領域である産婦人科領域において、2022年4月に不妊治療に用いられる医薬品として薬

価基準に収載された「生殖補助医療における黄体補充」を効能・効果とする天然型黄体ホルモン製剤「ウトロゲス

タン腟用カプセル200㎎」の販売に注力するとともに、ジェネリック医薬品においては、子宮内膜症治療剤「ジエ

ノゲスト錠」、緊急避妊剤「レボノルゲストレル錠」、経口避妊剤「ファボワール錠」、経口避妊剤「ラベルフィ

ーユ錠」を中心にシェア拡大を図っております。これら主要製品の需要増加に対応するため、富山工場内にホルモ

ン錠剤を製造する新錠剤棟を建設、2023年から本格稼働する予定です。ホルモン錠剤の生産能力を拡大し、安定供

給の責任を果たしてまいります。

また、2021年９月27日に本邦で初めて更年期障害及び卵巣欠落症状に対する卵胞ホルモン剤投与時の子宮内膜増

殖症の発症抑制を効能効果とした、天然型黄体ホルモン製剤「エフメノカプセル100mg」（一般名：プロゲステロ

ン）の日本国内での製造販売承認を取得し、2021年11月より販売を開始いたしました。本剤は、更年期障害治療に

伴うホルモン補充療法に用いる黄体ホルモン製剤で、厚生労働省の主導する「医療上の必要性の高い未承認薬・適

応外薬検討会議」において2010年に開発募集が行われ、当社がその募集に対して開発の意思を表明し、開発を行っ

た製剤です。当社は、本剤を供給することで、更年期障害に対するホルモン補充療法の新たな治療選択肢を提供で

き、女性のwell-beingの向上により一層貢献できるものと期待しております。

放射線科領域においては、非イオン性尿路・血管造影剤「イオパミドール注」、非イオン性造影剤「イオヘキソ

ール注」の更なるシェアの拡大に向け注力しております。

2021年12月には日本製薬株式会社から「フォリアミン®（注射液、錠剤、散剤100mg/g）」、「サルプレップ®配

合内用液」、「ミンクリア®内用散布液0.8%」、「オスバン®消毒液（0.025%、0.05%、0.1%、10%、オスバンラビン

グ®）」の計4製品について製造販売承認を承継する資産譲渡契約を締結しました。これらの製剤の多くが、今後の

バイオシミラー事業との相乗効果が期待される製剤であり、将来のバイオシミラーの販売をにらんだ布石を着実に

打っております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、26,470百万円（前年同期比3.8％増）となりました。利益

面につきましては、営業利益は3,612百万円（同0.3％増）となり、経常利益は3,828百万円（同6.2％増）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は2,642百万円（同0.0％増）となりました。なお、当社グループは、医薬品事業の単

一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。

- 2 -

富士製薬工業㈱（4554）　2022年9月期　第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結）



（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産額は74,101百万円となり、前連結会計年度末比9,862百万円の増加、

純資産は35,515百万円と前連結会計年度末に比べ2,833百万円の増加となり、自己資本比率は47.9％となりました。

（資　産）

資産の部においては、流動資産については、現金及び預金が減少したこと等により659百万円の減少、固定資産に

ついては、販売権や建物及び構築物の増加等により10,522百万円増加しております。

（負　債）

負債の部においては、流動負債については、短期借入金の増加等により2,032百万円増加しております。固定負債

については長期借入金の増加等により4,995百万円増加しております。

（純資産）

純資産の部においては、利益剰余金の増加等により、2,833百万円増加しております。

（３）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、1,724百万円であります。なお、当第３四半期連結累

計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、研究開発費等の一部が第４四半期に実現することとなったた

め、利益が予想を上回る水準で推移しておりますが、通期では概ね計画どおりに推移する見込みであることから、

現時点では2021年11月５日に公表いたしました連結業績予想は変更しておりません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（追加情報）

（役員向け株式交付信託について）

　当社は、中長期的な業績向上と企業価値増大への貢献意欲を高めることを目的として、当社の取締役（代表取

締役会長および社外取締役を除きます。）及び執行役員（株式交付規程に定める受益者要件を満たす者）を対象

とした業績連動型株式報酬制度「役員向け株式交付信託」を導入しております。当該信託契約に係る会計処理に

ついては、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30

号　2015年３月26日）に準じて、総額法を適用しております。

（1）取引の概要

　本制度は、当社が拠出する金銭を原資として設定した信託を通じて当社株式（当社普通株式。以下同じ）

を取得し、取締役等に対して、当社取締役会が定める役員等株式交付規程に従って、その役位及び業績に応

じて付与されるポイントに基づき、信託を通じて当社株式及び金銭を毎年交付する株式報酬制度でありま

す。取締役会は、役員等株式交付規程に従い、毎年12月にポイント算定の基礎となる金額を決議し、それに

応じた株式を、翌年11月に交付いたします。

（2）信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付属費用の金額を除く）により純資産の部に自己株

式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度36百万円、23,609株、

当第３四半期連結会計期間37百万円、25,857株であります。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用)

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、当社製品の販売促進を目的として顧客に支払う対価は、

従来、販売費及び一般管理費として処理する方法によっておりましたが、取引価格から減額する方法に変更して

おります。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は819百万円減少、販売費及び一般管理費は819百万円減少いた

しましたが、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に影響はありません。また、利益剰余金の当期

首残高は49百万円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したことによる科目の組替表示はありません。なお、収益認識会計基準第89-2項に

定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さ

らに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号  2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載して

おりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,199 4,546

受取手形及び売掛金 11,866 12,249

商品及び製品 3,479 3,138

仕掛品 2,999 4,022

原材料及び貯蔵品 5,528 7,662

未収入金 118 88

その他 642 2,465

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 34,834 34,175

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,595 8,233

機械装置及び運搬具（純額） 2,194 3,034

土地 984 1,077

リース資産（純額） 2,824 2,379

建設仮勘定 2,473 3,028

その他（純額） 321 418

有形固定資産合計 14,392 18,171

無形固定資産

のれん 865 776

販売権 1,149 7,808

その他 383 469

無形固定資産合計 2,397 9,053

投資その他の資産

投資有価証券 7,762 7,552

長期前渡金 2,705 3,007

繰延税金資産 1,349 1,243

その他 796 897

投資その他の資産合計 12,614 12,701

固定資産合計 29,404 39,926

資産合計 64,239 74,101

３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,713 6,657

短期借入金 7,000 8,300

１年内返済予定の長期借入金 1,840 2,440

リース債務 681 512

未払法人税等 823 272

賞与引当金 973 591

役員賞与引当金 9 6

返品調整引当金 19 －

その他 3,131 3,444

流動負債合計 20,192 22,224

固定負債

長期借入金 6,633 11,803

リース債務 2,508 2,287

退職給付に係る負債 1,657 1,776

その他 566 494

固定負債合計 11,365 16,361

負債合計 31,557 38,586

純資産の部

株主資本

資本金 3,799 3,799

資本剰余金 4,409 4,409

利益剰余金 24,628 26,492

自己株式 △590 △579

株主資本合計 32,246 34,121

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △23 △169

繰延ヘッジ損益 － 39

為替換算調整勘定 458 1,524

退職給付に係る調整累計額 △2 △4

その他の包括利益累計額合計 432 1,390

非支配株主持分 1 2

純資産合計 32,681 35,515

負債純資産合計 64,239 74,101
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年６月30日)

売上高 25,498 26,470

売上原価 14,371 15,318

売上総利益 11,126 11,152

販売費及び一般管理費 7,526 7,539

営業利益 3,600 3,612

営業外収益

受取利息 0 0

為替差益 37 246

受取手数料 1 1

受取補償金 1 0

助成金収入 7 0

その他 6 36

営業外収益合計 56 286

営業外費用

支払利息 28 57

売上割引 5 -

その他 19 13

営業外費用合計 53 70

経常利益 3,604 3,828

特別利益

固定資産売却益 1 -

有価証券売却益 153 -

特別利益合計 154 -

特別損失

固定資産除却損 21 1

特別損失合計 21 1

税金等調整前四半期純利益 3,737 3,826

法人税、住民税及び事業税 946 997

法人税等調整額 149 186

法人税等合計 1,095 1,183

四半期純利益 2,641 2,642

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,641 2,642

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年６月30日)

四半期純利益 2,641 2,642

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 470 △145

繰延ヘッジ損益 － 39

為替換算調整勘定 121 1,067

退職給付に係る調整額 △5 △2

その他の包括利益合計 587 958

四半期包括利益 3,229 3,601

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,228 3,600

非支配株主に係る四半期包括利益 0 1

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループ（当社及び連結子会社）は、医薬品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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薬　効

前第３四半期連結累計期間

自　2020年10月１日

至　2021年６月30日

当第３四半期連結累計期間

自　2021年10月１日

至　2022年６月30日

前年同期比

増減率

（％）

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％）

（製　　品）

ホルモン剤 7,469 30.4 8,397 31.7 12.4

診断用薬 5,983 24.4 5,696 21.5 △4.8

代謝性医薬品 1,066 4.3 1,053 4.0 △1.3

神経系及び感覚器用剤 836 3.4 728 2.8 △13.0

組織細胞機能用医薬品 737 3.0 717 2.7 △2.7

抗生物質及び化学療法剤 435 1.8 471 1.8 8.4

循環器官用薬 516 2.1 426 1.6 △17.3

その他 6,518 26.5 7,002 26.5 7.4

製品合計 23,563 95.9 24,494 92.5 3.9

（商　　品）

ホルモン剤 717 2.9 863 3.3 20.2

体外診断用医薬品 152 0.6 115 0.4 △24.2

その他 128 0.5 997 3.8 678.1

商品合計 998 4.1 1,976 7.5 97.7

合　　　　計 24,562 100.0 26,470 100.0 7.8

４．補足情報

（1）販売実績

（注）１．当社グループは、医薬品事業の単一セグメントであり、セグメント情報を記載していないため、

薬効分類別販売実績を記載しております。

２．（会計方針の変更）に記載のとおり、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　

2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から

適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、利益の測定方法を同様に変更しており

ます。なお、前第３四半期連結累計期間の販売実績については、変更後の利益の測定方法により

作成したものを記載しております。

３．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

４．百万円未満の端数は切り捨てて表示しております。
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